
２０１８年 ７月 ８日 

会員・市民の皆さま 
 

江戸都市史研究家 後藤宏樹さんによる 

キックオフセミナー開催のご案内 
 

一般財団法人 江戸・東京歴史文化ルネッサンスの会 

代表理事 小竹直隆 
 

日頃より、当会の活動に支援を賜り、有難く御礼申し上げます。 

この度、「江戸城の見える化」と題し、ＮＨＫブラタモリで江戸城のご案内もされた、  

江戸都市史研究家、後藤宏樹さんを講師に迎え、キックオフセミナーを開催致しますので、

ご案内申し上げます。ふるってご参加ください。 
 

このキックオフセミナーは、江戸・東京歴史文化ルネッサンス基本計画に基づき、いよいよ、江戸城の   

歴史や文化の専門分野からの学識者を講師に、セミナーや文化財巡り等がスタートするのに先立ち実施する

ものです。 
 

◆開催日時  ２０１８年７月２１日（土） １２時から１４時（予定） 
 

◆会  場  学士会館 ２０３号室 
       千代田区神田錦町３－２８ ℡ 03-3292-5936（代） 
 

◆開催概要  

 １）テーマ ： 「江戸城の見える化 ～江戸・東京の文化財を活かす方策～」 
東京2020オリンピック競技大会のマラソンコースが東京の歴史的な名所を巡る 

コースとして発表されました。これからさらに皇居外苑の二重橋や東御苑が、 

観光名所と着目されることとなるでしょう。 

これを受けて、歴史遺産としての江戸城をより多くの方々に知ってもらう方策 

などを考えたいと思います。 
 

 ２）講 師 ： 江戸都市史研究家 後藤 宏樹氏 
千代田区で江戸城や江戸の遺跡発掘や史跡整備を手がけてこられました。 

 

◆対象者と募集人数  一般市民および会員 ５０名  
※お申込み先着順で満員となり次第、締切りとさせて頂きます。 

 

◆参 加 費    お一人 ２，５００円（部屋代、資料代、人件費、雑費等） 
       領収書はご用意しておりますので、お申し出ください。 

※当会は非営利法人のため、実費等を頂戴させていただきますので、ご理解賜ります 

ようお願い申し上げます。 
 

◆申込み方法 お申込みは、７月１８日（水）までにお願い致します。 
下記申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ〔03-6261-6813〕でお申込みください。 

Ｅメールでの申込みは、下記事項を明記の上、〔info@zaidan-edojo.or.jp〕まで送信 

ください。 

お申込み後に参加の可否について事務局よりご連絡致します。 

また、お申込み後に参加を見合わせる場合は、前日までに必ず事務局にご連絡ください。 

 
 

キックオフセミナー 参加申込書（   月   日） 
 

お名前 会員 非会員 メールアドレスまたはご住所 連絡先電話番号 紹介者 

      

      

※会員・非会員のいずれかに〇をご記入ください。 



学士会館 案内図 
 

〒101-8459  千代田区神田錦町３－２８ 

電話 03-3292-5936（代） 

 

〔最寄り駅〕 

【電  車】 ・都営三田線／都営新宿線／東京メトロ半蔵門線 

  「神保町」駅下車 A9 出口から徒歩 1分 

・東京メトロ東西線「竹橋」駅下車３a 出口から徒歩 5分 

  ・JR 中央線／総武線「御茶ノ水」駅下車御茶ノ水橋口から徒歩 15 分 

 

【タクシー】 「東京」駅 丸の内北口からタクシーで 10 分 

 

 
 

 



江戸・東京歴史文化ルネッサンス ５カ年基本計画策定に向けて 

キックオフセミナー「江戸城の見える化」  実施報告 
◆開催日時 ２０１８年 ７月２１日（土）  １２時から１４時 

◆会  場 学士会館 ２０３号室 

◆参 加 者 約５０名（会員及び一般市民） 

 

１．開会  

２．代表理事挨拶 （小竹直隆代表理事） 

 

・本セミナーは、日本・世界の趨勢に乗じて、東京オリンピ

ック・パラリンピックを控えた首都東京の歴史に「光」を

当て、莫大な歴史文化遺産を「見える化」していく、江戸・

東京歴史文化ルネッサンス基本計画のキックオフセミナ

ーであることの説明があった。 

・講師について、千代田区で江戸城や江戸の遺跡発掘・史跡

整備を手がけてこられ、ＮＨＫブラタモリでも江戸城をご

案内された江戸都市史研究家・後藤氏のご紹介があった。 

３．講演 「講 演 「江戸の見える化 ～江戸・東京の文化財を活かす方策～」」 

  講師 ： 後藤宏樹氏（元文化庁文化財部記念物課 史跡部門 文化財調査官 ） 

・東京オリンピックのマラソンコースが発表され、東京の歴

史的な名所がいよいよ観光名所として着目されるだろう

ことを受けて、歴史遺産としての江戸城と江戸・東京の文

化財について多彩な資料をスクリーンに映しながらの講

演となりました。 

・例えば、江戸城址の石垣に残る刻印から江戸城の構築が全

国的な事業であったこと、文化財東京駅の配置から江戸・

東京が類を見ない重層的な都市であったことが解説され

ました。 

 

４．事務局からのご連絡・閉会（内田常務理事・事務局長） 

 

・「文化財巡り」を含めた、今後のスケジュール概要が説明

された。 

 

◆アンケート結果  

・講演については、「良かった」が３割、「大変良かった」が７割と大好評を頂きました。 

（回答率５割） 

・「文化財巡り」への期待も散見されました。 

 

以上 


